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創立 120 周年記念事業 
「打ち合わせ会」開催日 

創立 120 周年記念事業 
「準備委員会」開催日 

第１回 
第２回 
第３回 

平成22年 11月 ８日 
平成23年 １月26日 
平成23年 ２月28日 

第１回 
第２回 
第３回 

平成 23年 ６月29日 
平成 23年 10 月 ６日 
平成 24年 １月30日 

 

特別寄稿 

時習館高校創立 120 周年記念事業 
～式典は平成 25 年 10 月 27 日開催決定～ 

 
 時習館同窓会本部 飛松 孝司（時習 30） 

 

 

 

 

○３年前から準備開始、10 回の会合を開く 
 

平成 20 年 12 月以降、大沢会長を委員長とする

４回の「同窓会の当面の諸問題を検討する小委員

会」、続いて「創立 120 周年記念事業『打ち合わせ

会』」が３回開催され、平成 23 年５月 10 日に役

員会および本部総会で「準備委員会」の設置が承

認されました。その後「準備委員会」は３回の会

合を経て、平成 24 年２月２日の役員会で、120 周

年関連の報告をし、承認を受けました。また、同

日、役員改選が行われ、新役員のもとで、平成 24
年５月 13 日の理事会および本部総会に「実行委員

会」の設置を提案する手はずになっています。各

会合の開催日は次の表に示すとおりです。 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
○真剣な討議の末、概案が答申される 
 

各委員会では、「事業部」「式典部」「総務部」の

３部会を設置し、若手会員による真剣な討議のも

とで具体的なアイデアが出され、検討すべき課題

が答申されました。それぞれの部会で実行の可否

および経費概算を含めて検討したものですが、こ

こではその内容の一部を紹介します。 

 
○今後は「実行委員会」に引き継がれる 
 

 各部会で討議された項目は次の表に示すとおり

です。これらは平成 24年度５月の総会・理事会で

立ち上げられる「実行委員会」に引き継がれ、実

行可否、手順、分担などが決めらます。また、コ

ンセプトも、その実行委員会で検討されます。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
以上が、120 周年記念事業準備委員会の「中間

報告」です。今後「実行委員会」で継続審議され、

120 周年に相応しい記念事業が作り上げられます。

ご期待下さい。また、各支部への具体的なお願い

も検討されます。その際は盛り上げを含めご協力

をお願いします。 
 

関西支部の皆様に、来年迎える創立 120 周年記念事業「準備委員会」の中間報告を致します。委員

には時 32 回から時 40 回の若手を中心に選出しました。記念式典は平成 25 年 10 月 27 日（日）に母

校体育館で挙行。開催時間は今後実行委員会で検討されます。ご協力をお願いします。 

同窓会の当面の諸問題を 
検討する小委員会開催日 

第１回 
第２回 
第３回 
第４回 

平成 20年 12 月 ２日 
平成 21年 ２月 ２日 
平成 21年 ８月 20日 
平成 21年 11 月 20 日 

 

○時習館文化財の保護（一部修理・図録化）→
実行委員会の直轄事業とする（主として幹事会
の一部および常任理事の一部を任命） 
○ポセイドン像の塗り直し（朝倉幹事より提案
があり本年７月実施） 
○豊中正門の保護（安全面への配慮が必要であ
り本年７月実施） 
○新しい事業案の検討（今回担当する若い世代
の清新な企画） 
・この検討で、式典後にフォーラム開催（各世
代代表による講演会を行う）を決める。 

事 業 部 

○式典内容の検討（ステージ上のレイアウトの
検討も含む） 
○式典の中で当初予定していた各世代の代表
の「世代を語る」は実施しない予定。 
○総合司会の指名（若い候補に打診する） 
○講演会の支援（120 周年に相応しい講演会を
生徒向けに実施する） 
・同窓会長ほかＰＴＡ会長、実行委員はこの講
演会に出席する。 

式 典 部 

○同窓会名簿の今後発刊の可否および方向性 
○募金実施の是非（「打ち合せ会」では非実施
の方向） 
○祝賀会実施の是非（「打ち合せ会」では検討
中） 
○交流会実施の是非（「打ち合せ会」では実施
で検討） 
○記念誌（記録）の発行（式典終了後に発行） 
○広報活動（趣意書発送含む）及び各地方支
部・報道機関への情報提供 
○『時習館史』のそれ以降の編集への取りか
かり（検討中） 

総 務 部 
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特集記事 

震災に揺れたあのとき 
～被災体験 後世に～ 

    
花井 俊作（時習 17） 

 
 

○東日本大震災の発生 
 

2011年3月11日、西宮鳴尾のデイ・サービスで勤

務していた。利用者さんへの連絡帳にパソコンで入力

していた時、急にめまいがしたように感じた。しかし

体調は別段悪いこともなかったので「地震かな」と思

って、スタッフに「今、揺れなかったか？」と聞いた。

「いいや」との返事。一瞬、「やばい、どこか体の調

子がくるってきた」と冷や汗がじわり。自分の体の調

子のことを思い返しながら想像は悪い方へ行ってし

まう。しばらくしておやつの時間になった。 

テレビのスイッチを入れたところ、平地をなめるよ

うに進む津波の映像。東北で起きた地震の揺れがここ

まで波及したのか、とびっくり。かなり大きな地震だ

ったんだ、と思った。 
 

○思い起こした阪神・淡路大震災 
 
テレビの映像を見ても、まだこのときはとてつもな

い津波が襲っているとは思い至らなかった。大地震が

起きたことで 17 年前の阪神・淡路大震災を思い出し

ていた。 

1995 年（平成 7 年）このとき、成人の日はまだ 1

月 15 日であり、世間一般は土、日、月の 3 連休のと

ころが多かった。金曜日の退社時、キーボードをデス

クトップのディスプレー上に置いたままの社員が目

立った。上司と二人で「地震でも来たら落ちて壊れる

ぞ」と話しながら７、８台のキーボードを下へおろし

て帰った。まさか本当に地震が来るとは思いもよらな

かった。 

忘れもしないあの１月 17 日、まだ暗いうちに「そ

ろそろ犬の散歩に行こう、今何時ごろかな」と思って

いた。突然、削岩機で下から突き上げられるようなド

ドドドドッと言う音と揺れ。一瞬、浜の石油タンクが

大爆発を起こしたと思った。その直後、思いっ切り家

が揺れ出して、ギシギシ音もする。家がつぶれる、そ

の下敷きになる、死ぬかもしれないという恐怖が襲っ

てきた。やがて揺れが収まり、近所の人が暗い中、「今

のはなんだった」と言いながら出てきた。妻や子ども

たちの無事を確認して2階の寝室から階下へ降りた。 

ダイニングに置いてあったガラス戸棚が倒れ、ガラ

スやビンが割れ、大事にとってあった洋酒は無残にも

全部こぼれてしまっていた。 
 

○愛犬にも深い心の傷 
 
雨戸をあけた途端、足元をシュッと飛び出していく

ものがあった。愛犬だった。前々日ぐらいから冷え込

んでいたので夜だけ玄関に入れていたのだが、あまり

の揺れに犬のことは完全に頭から消えていた。犬は全

く吼えず、恐怖心に恐れおののいていたのだろう。 

明るくなってから近くに一人で住む義母のところ

へ行く。家は大きいし、我が家が倒れなかったから大

丈夫と思っていた。だが、一階は平行四辺形のような

状態。義母は無事で「急に隙間風が吹き込んできて、

どうしたのか」と思ったとのことだった。 
 

○まるでゴーストタウン 
 
会社は家から浜の方へ6キロほど離れた埋立地。車

で行ったが、停電で途中、信号はすべて消えており、

まるでゴーストタウン。車は交差点では譲り合って走

行しており、クラクションは一切鳴らなかった。会社

までの間、パジャマの上に毛布を羽織って出てきてい

た人をあちこちで見かけた。あるマンションでは非常

階段が 1ｍほどずれているのに、その時は気づかなか

った。後で聞いたが、そのマンションは2階がつぶれ

て亡くなった方もいたとのこと。 

浜に近づくと阪神高速道路は波を打っており、橋げ

たのコンクリートがはがれて鉄筋がむき出しになっ

て曲がっている。埋立地に通じる橋は盛り上がって、
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手前が沈下したのか、そこから先は車を降りて会社に

向かう。橋を渡った先は液状化で泥の海。初めて見る

悲惨な現場。道路は洗濯板のように波打っており、側

溝の網状の鉄のふたもひん曲がっていた。 
 

○きちんと戻ってきた道具 
 
何人かはもう会社に来て職場を点検していた。私も自

分の席のある部屋に入って驚いた。自分が座っていたと

ころは机も棚も集中しており、特に後ろの棚がいくつも

落ちていた。 

以前、会社に勤めていた方の家がつぶれているとの情

報で、何人かがバールなど必要と思われる道具を手に救

出に向かった。残念ながらその方は亡くなられてしまっ

た。救助活動はそこかしこで行われており、道具を持っ

てない方もおられ、持参した道具はそのままほかの方に

も使ってもらった。このような非常時、道具は行きっ放

しと思っていたが、きちんと戻ってきた。正直感心した。 
 

○今でも後悔 
 
当日、経験したことで今でも気になってしまうこと

がある。用事を済ませて早く会社に戻ろうと山手幹線

を走行中、男の人に「車に乗せてほしい」と頼まれた。

その人は寒い日なのに手にコートを持ってワイシャ

ツ姿、しかも汗びっしょり。その方は地震直後から川

西の住まいを出て、一人暮らしの母親がいる六甲道へ、

走ったり、途中とぎれとぎれ車に乗せてもらい、また

走ったりと。この方に出会ったのは 10 時ぐらい、だ

とすると、地震発生から４時間かけ必死で駈けていた

ことになる。家々がぺしゃんこになっているので気が

気ではなかったと思う。 

自分も早く会社に帰らないといけないという思い

もあって住吉川まで送っていった。山手幹線沿いの

家々は建っていたが一筋北側の通り沿いは軒並みつ

ぶれていたのが後でわかった。なぜ六甲道まで送って

あげなかったのか、今でも悔やまれる。 
 

○武庫川を越えたら別世界 
 
地震後1カ月間は家と浜の会社の往復。明るくなっ

て作業を始め、暗くなったら帰るそんな繰り返し。暖

房もなく、寒い中、防寒具を着込んで皆が作業をして

くれた。家の方が片付いた人が徐々に出てきてくれて、

安否も次第にはっきりしてきた。幸い社員は全員無事

であった。 

震災後１カ月経って、大学に入る息子の服や靴を買

いに初めて大阪に出た。ＪＲは住吉が一時的にターミ

ナルとなって発着。大阪に向かう電車の中から外を見

ていると武庫川を境にしてブルーシートが急に少な

くなる。大阪に着いたらまるで別世界。阪急のエスカ

レーターに大勢の人が乗っているのを見て、「こんな

時に地震が起きたら」と恐怖心がわいてきた。エスカ

レーターに乗っている間も落ち着かなかった。 

当時は「地震の時はどうでした」とよく聞かれ、話し

ているうちに途中から涙が出て続かなくなってしま

った。 

17年前の震災のこと、書き出すとあとからあとから

当時のことが思い出されて自分でも驚くほどで、とて

も書き尽くせない。 
 

○隔靴掻痒 
 
今回の東日本大震災、地震だけでなく、津波、原発

といくつも打撃を受けている。ニュースでは津波、原

発が大きく取り上げられているが、内陸にも地震で大

きな被害に遭われた方が大勢いることだろう。阪神・

淡路大震災の時も、ニュースでは長田区の火災だけが

大々的に取り上げられていて、なんか報道に違和感を

持った。 

神戸も今では震災の跡地に家々が立ち並び、ところ

どころ空地のままのところもあるが、以前の街並みを

取り戻していると思う。 

阪神・淡路大震災の時は全国の方から支援を、いた

だいた。今度は東北の方々への支援を、と思いながら

もできることは義援金ぐらい、歯がゆい限りだ。 

世界で発生する地震の１割は日本に集中している

という。震災はいつ、どこで降りかかって来てもおか

しくない。被災を「他人ごと」とは思うまい。日本人

全員が自分の課題として地震に立ち向かい、苦い体験

を後世に語り継いでいきたい、との思いで、この一文

を書いた。 
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会員便り・乗り越える力 
   

「随想」 洗濯からの連想 
 

春山 丈夫（豊中 47） 

 

 

○「水」の再発見 

 

 豊橋中学在学時、『武人』という受験雑誌に「水」

という出題に応募して優秀作に選ばれた。悠々た

る水の流れ、洗浄力、氷→水→水蒸気、水の環境

変化対応力などを記事にしたのを覚えています。 

海軍機の特攻生産で一年有余もの勤労動員を

経て終戦。浜松工専（静大工学部）に復学、授業

再開です。戦後、航空機の研究は罷り成らぬとの

マッカーサー指令で航空工学科から機械工学科

へ転科を余儀なくされた。教科書もノートも配給

で乏しく、黒板と机・椅子だけの仮校舎ながら空

襲から解放された学習の喜びでした。英語の授業

は相変わらず苦手でしたが、機械仕事の動員体験

が活きて講義の一語一語が身に染みました。 

興味津々の科目は「水力学」や「機械設計」で

した。発電所勤務の講師から「水のエネルギー」

の仕組みを学んだ。卒業研究は水を連続注入する

「ロータリーポンプ」の試作実験でした。後々、

これらの新しい知見が実務に役立ちました。 

「ライフワーク」にもなったのでしょうか？ 

 

○「洗う」と言う言葉 

 

昭和 16 年は開戦の年、豊橋中学入学で先ず教

えられたのが敬礼動作でした。 

「顔を洗って出直して来い」。挨拶・服装にや

かましい軍事教練教官の言葉です。早朝の集合、

ゲートル巻きの点検も不十分でモタモタする。整

列時間に遅れてしまうと運動場一周をさせられ

る。校舎の片隅にある洗面所に立ち寄って体調を

整えよと。教官から直接、敬礼動作や服装を注意

されるより応えたのです。後日、部下を持つ身に

なった時、朝礼では「洗顔で一日が始まる」と意

識して心掛けるようになりました。 

「足を洗え」。動員中の職場では不良仲間から

脱け出せという意味がありました。「挙国一致」

の職場にしよう、転じて、新しい人生に「方向転

換」をしよう。 

徴兵年齢が 19 歳に引き下げられ、予科練、特

幹、陸士、海兵…出征兵士の同級生を見送ったの

です。私もその一員でした。 

「頭を洗え」 昭和 23 年、学校推薦を受けて

早川電機（現シャープ）に入社しました。大正生

まれの軍隊経験のある先輩の言葉です。戦後の混

乱期は「雑念」を捨てよう、「初心に立ち帰って

考える」再出発の合言葉でした。 

当時は、５球スーパーラジオ、民間放送ブーム

に続き「国産テレビの開発」に集中していました。

電気屋、無線屋は多いけれど機械屋が少なかった

ので、入社早々から機械工作の仕事です。学生時

代の勤労動員やアルバイトで体験した「ものづく

りの技（ワザ）」が役に立ちました。やがて家電

業界は「三種の神器（テレビ・冷蔵庫・洗濯機）

ブーム」を迎えます。従業員も少人数でテレビ開

発に集中したので、洗濯機の着手が遅れました。 

私が洗濯機の新製品開発を担当したのは昭和

31 年頃です。 

いざ着手、洗濯関連の特許公報がうず高く積ま

れた中でのヒント探しから始めました。「これ！」

というアイデアはいずれも他社特許が先行して

おり、如何にして特徴ある新製品を開発するか？ 

連日連夜、試行錯誤の繰り返しでした。 

 他社特許に追い込まれると、何もかもが洗濯機

のヒント→アイデアに見えてくるものなのです

ね。朝の洗顔、水道栓を捻ると勢いよく水が飛び
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出す→この噴流がジェット洗濯機にならない

か？ 洗面器の形状が気になる→シャワーとの

組み合せをどうする？ 新聞を開くと「洗」の字

が真っ先に眼に飛び込む。その頃「洗剤」の広告

が多かった→普段は見向きをしない広告に注目、

洗濯ものはいろいろ、共通の洗剤はないか？ 通

勤電車の中では「洗う」という会話に聞き耳をた

てる。という具合です。 

 

○洗濯機の開発 

 

ある日の風呂の中の出来事です。私は身体の容

積が大きいので風呂水が溢れ出す。そこで、アル

キメデスの原理よろしく、体積分だけ水位を下げ

てみた。これは特許になる！→洗濯物の容量に応

じた「可変水流オーバーフロー装置」が出願でき

たのです。 

 初期の他社洗濯機はいずれも「排水」と「すす

ぎ」の２本のホースが常識だった。これを１本の

ホ－スの洗濯機にできないか？→これには排

水・すすぎを切り替える「排水弁」が必要→安価

な自転車チューブの上下機構弁を発案しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 水流実験の最中、ホースを踏んだら水が止まっ

た。この当たり前の話がヒントになってヒット商

品になったのです。 

排水弁に採用の自転車用チューブを順次しご

いたら中の水は移動する。これをローラー機構に

したらポンプにならないか？ 止水機能から排

水機能へ→逆転すれば給水機能になる。学生時代

の卒論だった「ロータリーポンプ」を小型軽量化

したアイデアを発想したのです。 

さらには医療機器分野で、制ガン剤を連続投与

する特許名「動脈内持続注入ポンプ」へと発展し

たのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○根元を洗うこと 

 

転じて、趣味の世界の庭仕事で「根元を洗う」

のです。さつき盆栽の剪定では大枝・小枝の樹形

を楽しむ。銘柄にもよるが、この芽を伸ばすか、

この枝を切るか、こんなのはどうだろう。 

様々なデザインをあれこれ考える醍醐味があ

ります。丸鉢・角鉢によって根の張り方も様々、

さつき鉢の植え替えは、根の成長度合いを観察し

ながら、こびりついた「汚泥」を取り除き、丁寧

に洗う。中でも、根元を綺麗にすることがより大

切と知りました。鹿沼土を大・中・小粒によりわ

けて土替えする、水をかける、これで盆栽の出来

上がりです。 

さらに転じて、東日本大震災の復興対策です。 

津波に洗われた街をどう復旧するか、放射能

「汚泥」をどう始末するか？ 連日のように役

所・支援団体の連携論議が活発です。これら組織

中枢の『根元を洗うこと』ではないでしょうか。 

医療機器「動脈内持続注入ポンプ」へ発展 

１本ホースの洗濯機を排水弁の開発で実現







































 

55  

／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／ 平成24年6月10日 ／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／ 

／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／  関西支部だより ／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／ 

会員便り・乗り越える力 
   

阪神・淡路大震災の翌日の衝撃 
 

宮崎 裕二（時習 24） 

 

阪神・淡路大震災当日は、ともかく寒かったで

すね。自宅の敷地が大きく動き、住むのに不安を

感じたのと、ライフラインが全て止まったため、

当日は小学校の体育館に避難しました。座る場所

もないぐらい満員で、寒いこともあって、結局近

くの妻の実家のマンションに戻りました（実家は

電気、水道がすぐ復旧していました）。 
 
○阪急西宮北口駅を目指して 
 
翌日は、仕事が心配になり、何としてでも大阪

の事務所へ行かなければならないと覚悟を決め

ました。自宅前のがけ崩れには目をつむり、ガリ

ガリという耳障りな音を聞きながら強引に自動

車を出しました。阪急電車神戸線が動いているよ

うだということで西宮北口駅を目指すことにし

ました。 
 

○現実とは思えない世界 
 
広い道に出るまでの狭い道では、ひび割れた地

中からゆらゆらと青白いガスが出ていて、これが

車に引火しないかとひやひやでした。見慣れた近

所の家々の多くがぺしゃんこになったり、斜めに

傾いているのを見ても映画のシーンのようで、現

実とはとても思えませんでした。ようやく広い道

に出ても、電柱が倒れて道を塞いでいるので大回

りしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

しばらく行くと 171 号線の大きな高架橋が落

ちていました。今思い出そうとしても、どうやっ

て西宮北口の近くまで辿りつけたのか分かりま

せん。 
 

○淀川を渡ったら天と地の違い 
 
道路上に極力邪魔にならないよう車を乗り捨

て、夫婦と娘 3 人（当時は小学生 2 人と保育所 1

人でした）の家族 5 名でトボトボと西宮北口まで

歩いて行きました。阪急電車が動いているのを見

てホッとしました。 

阪急電車が動き出して武庫川を渡り尼崎市に

入っても、震災の爪痕は所々見受けられました。

ところが、淀川を渡った途端に、町並みは震災以

前とまったく変わっていないことに、私は大変な

衝撃を受けました。私たち家族だけでなく、被災

者は誰もが着の身着のままの薄汚れた格好で、や

っとの思いで梅田駅に辿りついたのです。しかし、

大阪の人たちは普段とまったく変わらない様子

でした。被災者とそうでない人との落差はこんな

にもあるのかと思った次第です。 
 

○震災から立ち直る日を 
 
あれから 17 年が経過し、ほぼ同じ道を何事も

なく日々歩いています。東日本大震災に遭われた

被災者の方々に対して、何とお声をかけたらよい

のか言葉も見つかりません。 

私の頭をよぎるのはあの震災翌日の衝撃です。

本当に何が起こったのか、一体どうなってしまう

のかという不安と恐怖です。そこから立ち直るの

に、相当の年月を要しました。 

東北の皆様方がいつの日か必ずや震災後の衝

撃から立ち直り、平穏な日常生活を取り戻される

ことができますよう、心からお祈り申し上げます。 
電柱が倒れ道を塞いでいた 
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会員便り・乗り越える力 

手 術 的 交 響 楽 
 

松井 誠一郎（時習 27） 

 
 

私は整形外科医として、頭と内臓以外ほぼ体中

の手術をしてきましたが、手術と音楽演奏は、時

間軸に沿った神経の緊張の起伏や、起承転結とい

ったストーリー性において非常によく似ていると

思います。ですから、毎日のように手術をしてい

た頃は、趣味のヴァイオリンを弾くのがいやでし

た。 

 手術のなかでも脊椎の手術は、4 楽章形式の交

響曲に例えられます。今回は腰部脊柱管狭窄症の

手術を、ベートーベンの第１交響曲にたとえてみ

ました。腰部脊柱管狭窄症というのは、腰のとこ

ろで神経の通り道が狭くなる病気で、下肢がしび

れたり、長く歩けなくなったりします。有名なと

ころでは、5 年ほど前にみのもんたが手術を受け

ています。 

 

 手術前の手洗いの時間は、舞台そでで出番を待

つ演奏者の気分。そして、ステージ（手術室）へ！ 
 
○ 第一楽章   Adagio  molto ―  Allegro  
con  brio 
 

 メスを入れる瞬間、それは指揮者の一振り。で

も第１交響曲の冒頭の和音は優しい、そう、出血

は大したことは無いのです。それでも皮膚を切開

してゆくとあちこちから血が滲んでゆきますが、

そこは Adagio  molto !  急がず丁寧に止血をし

てゆきます。― 皮膚切開が終わると、棘突起と

いう骨の部分に到達します。それは、恐竜の背び

れと同じ形をした骨です。この棘突起から筋肉を

はがしてゆくと、第一楽章が終了します。 
 
○ 第二楽章   Andante  cantabile  con  
moto 
 

 歌うようにゆっくりと、そして生き生きと。第

2 楽章では、いよいよ骨を削り、神経の圧迫を取

り除いてゆくわけですが、焦りは禁物。慎重にや

らないと、神経を傷つけてしまいます。「失敗した

ら元にもどることはできない。」そんなところも、

神経を扱う手術と音楽は似ています。 
 
○ 第三楽章    Allegro  molt  e  vivace  &  
trio  
 

 これはメヌエットですから、最後まで演奏した

らまた最初に戻って繰り返します。他に神経が圧

迫されているところは無いか、ガーゼは残ってい

ないか、そんなことを繰り返してチェックするわ

けです。  
 
○ 第四楽章    Allegro  ― Allegro  molto  
e  vivace 
 

 最後は創閉鎖、でもそれで終わりではないので

す。術後のドレーンから出血は無いか、麻酔から

覚めてちゃんと足は動くか。この終楽章にドラマ

が繰り広げられるのです。そして最後は、高らか

な喜びに満ちた和音で締めくくられる。手術は成

功！ 
 
アンコール？ 手術にそんなの要りません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１楽章では、皮
膚・筋肉をここまで
広げます。 

第２楽章では、この骨
を削って神経の通り道
を広げます。 

筋

脊柱管：神経の通り脊 前 

皮

皮下脂肪 
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支部便り・活動報告 

   

関西支部ゴルフ会 
報告とお知らせ 

 

ゴルフ幹事 山村 信哉（時習 17） 

 
 

 

関西支部では会員相互の親睦を目的として「ゴ

ルフ会」を開催しています。 

老いも若きもゴルフを楽しみませんか。 

 

・ 原則、春・秋の２回開催です。 

（厳寒・酷暑の時期は避けます） 

・ 土曜日、日曜日あるいは祝日の開催としてい

ます。 

・ 会場は近隣ゴルフ場を適時使用して行います。 

 

○前回の成績 

 

第 22 回（平成 23 年 6 月 11 日） 

於  愛宕原ゴルフ倶楽部 

 

昨年は諸般の事情で 1 回の開催に留まりました。

優勝は後半 39 とさすがの腕前を発揮した石川支

部長でした。 

豊 39 卒の田村英雄氏も元気に参加されました。

見事７位賞でした。 

 

 

《参加者》 

田村英雄（豊 39）、石川 之助（時 12）、 

伊藤忠男（時 13）、園家 文（時 14）、 

柴田太一郎（時 17）、花井俊作（時 17）、 

山村信哉（時 17）、井上亮二（時 18）、 

藤井順子（時 28）  

 

 

 

 

 

前回のスコアー表 

 

○次回の予定 

 

次回第23回は支部総会の1週間前、6月2日（土）

に愛宕原ゴルフ倶楽部で行われます。 

登録メンバーには案内を差し上げておりますが、

本稿を読んで参加しようと思われた方は下記にお

問い合わせください。空席があればエントリー可

能かもしれませんよ。 

 

メンバー登録お待ちしています。 

 

 

 西 東 GROSS H・D NET 

優勝 43 39 82 9.2 72.8 

2 位 45 45 90 14.0 76.0 

3 位 47 50 97 20.0 77.0 

4 位 54 61 115 38.0 77.0 

5 位 42 51 93 15.2 77.8 

6 位 56 55 111 32.0 79.0 

7 位 62 65 127 40.0 87.0 

8 位 72 57 129 40.0 89.0 

9 位 72 74 146 40.0 106.0 

 

連絡先  ゴルフ会幹事 

山村 信哉（時 17） 

E―mail : nobu8yama@rose.sannet.ne.jp 

Tel＆Fax : 0797―74－4858 
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支部便り・活動報告 
 
   
 
 
 

 
 
 
名古屋支部では毎月、中華料理店「頤和園」で

「時習亭」をオープンさせ、支部会員の憩いの場

所として繁昌していると聞いていました。関西支

部でも気楽に語り合える機会があればと考えて

いたのですが、参加される方がおられるか気にか

かり、なかなか踏み切れませんでした。 

ところが、平成 23 年度の大阪総会でご講演を

お願いした鈴木優氏（時 26）等と、大阪駅構内の

ホテルグランヴィア大阪 19Ｆで打ち合わせを行

ったことがありました。その折、鈴木氏から「総

会・懇親会だけでなく、忘年会や新年会みたいな

気楽に談笑できる企画があれば参加したいので

すが…」との問い合わせがあったのです。そのお

話をお聞きし「そうかやはり、名古屋支部の『時

習亭』が大阪支部にも必要なのだ」と思い知らさ

れました。 

 

○会場はホテルグランヴィア大阪 

 

そこで、思い切って開催することにしたのです

が、開催場所も、打ち合わせしていたホテルグラ

ンヴィア大阪は交通の便も良く、費用も手頃であ

ったことから、ここで良いだろうということにな

り、トントン拍子でことが運んだのです。 

 

 

 

 

開催するにあたり、役員の皆さんと相談した結 

果、「年４回程度開き、状況を確認しては」と言

うことになり、次のような計画を立て実施しまし

た。 

第１回「『時習館かんさい』25 号発刊記念＆総

会前夜祭」、第２回「夕涼み会」、第３回「秋の懇

親会＆ＪＫＬ前夜祭」、第４回「新年会」です。 

 平成 23 年度はテストケース的な実施でしたの

で、メールでご連絡できる方のみしかご案内がで

きず、会員の皆さんには大変申し訳なく思ってい

ます。今年度は『時習館かんさい』26号で事前に

ご連絡いたします。 

 
○年代を超えた語らいの場 
 

昨年度の「時習さろん」には４回で延べ 77 人

の方がご参加されました。参加された方から「参

加する前は心配しましたが、年代を超えた語らい

の輪が自然とできて溶け込め、楽しい時を過ごせ

ました」とのお言葉をいただき、企画したものと

して、大変喜んでいます。 

平成 24 年度も昨年同様４回行う（別表参照）

ことにします。皆さん、遊び感覚で是非ご参加く

ださい。また、同年代の年次会やクラス会などに

も利用していただければありがたいと思います。 

 

 
平成 24 年度「時習さろん」開催日 

 
第１回 平成 24 年５月 19 日（土）「総会前夜祭」     

第２回 平成 24 年９月１日（土）「夕涼み会」     

第３回 平成 24 年 11月 18 日（日）「秋祭り」 

第４回 平成 25 年２月３日（日）「新年会」 

場 所：大阪駅構内ホテルグランヴィア大阪 

19Ｆパブレストラン「アブ」 

時 間：18:00～21:00 
費 用：\4,000（\5,000 の料理を\1,000 値引き） 

 
第１回「時習さろん」から 

アルコールも入り陽気な皆さん 
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平成2３年度総会におきまして、長年役員としてつとめていただきました市村 方子（時４）さんが、 

この度、ご健康の理由により勇退することが、了承されました。長年お疲れさまでした。この場を借りて、 

お礼申し上げます。その他の役員変更及び規約の変更はありません。 

 

 

 

時習館同窓会関西支部規約 

１． （名   称）本会は時習館同窓会関西支部という。 

２． （目   的）本会は会員相互の親睦を計ることを目的とする。 

３． （事 務 局）〒542-0081 大阪市中央区南船場1-14-1 

       山本通産株式会社内 （代表者 石川 之助） に置く。 

４． （会   員）本会の会員は時習館同窓会員で関西地方に在住する者とする。 

５． （役   員）本会に次の役員をおく。 

      支 部 長   １ 名 

      副 支 部 長   若干名 

      理 事   若干名（うち１名を会計とする） 

      監 事   若干名 

６． （役員の任期）役員の任期は２年とする。但し再任を妨げない。 

７． （役員の選任）役員は総会において選出する。 

８． （役員の職務） 

    （１）支部長は本会を代表し、会務を報告する。 

    （２）副支部長は支部長を補佐し、支部長事故あるときは、その職務を 

      代行する。 

    （３）理事は支部長・副支部長とともに本会業務の運営にあたる。 

    （４）監事は本会の会計監査にあたる。 

９． （総   会）総会は毎年１回開催する。但し、必要に応じて臨時総会を開催することができる。 

   総会は支部長が招集する。 

   総会に提出し、その承認を受けなければならない事項は次のとおりとする。 

    （１）前年度の会務及び収支決算報告 

    （２）新年度の収支予算 

    （３）役員の選任 

    （４）規約の改廃 

    （５）その他の重要な事項 

10． （理 事 会）理事会は、支部長の招集により開催し、本会の運営および企画の審議にあたる。 

   理事会は総会にかわって必要事項を議決することができる。但し、その内容を総会に報告しなければならない。 

11． （議   決）会議の議決は、出席会員の過半数の同意をもって決し、可否同数のときは議長の決するところによる。 

12． （経   費）本会の経費は、会費、賛助金、寄付金およびその他の収入金をもってこれにあてる。 

13． （会計年度     ）本会の会計年度は毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終る。 

14． （規約の変更）この規約は総会の議決によって変更することができる。 

 

 時習館同窓会関西支部事務局よりのお知らせ 
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《名簿簿から削除》＝カッコ内は理由 

 ☆豊38 小田 稔（死亡）   ☆時41 平松 一衛（死亡）  ☆豊45 井上 及（退会希望）   

☆豊49 備藤 恒生（死亡）   

    

《変更・判明・追加分》 

  時８ 原田伸夫  〒665-0024 兵庫県宝塚市宝梅2-6-26-1522             0797-73-1950 

  時８ 牧野圭一  〒606-0046 京都市左京区上高野諸木町42-1 レジデンス岩倉401    078-582-1126 

時13 戸苅 保  〒658-0032 神戸市東灘区向洋町中2-1-215-930    078-857-5346 

時13 船橋卓哉  〒584-0061 富田林市伏山三丁目23-17    0721-29-9064 

時14 松下和正  〒675-2332 兵庫県加西市鎮岩209の7    079-035-9511 

  時15 田村駒二郎 〒586-0043 大阪府河内長野市清見台3-7-4       0721-64-0237 

時15 平林広幸  〒651-1505 神戸市北区道場町日下部697-29                078-952-3092 

時17 山口和夫  〒564-0053 吹田市江の木町16-5-1301                    

時18 市原俊彦  〒651-0057 神戸市中央区中尾町10-31 ディオレ新神戸         078-767-0073 

  時27 戸田 治  〒603-8355 京都市北区平野上柳町18-3       090-1985-8380 

時27 山口直子  〒115-0044 東京都北区赤羽南2-4-4        03-3903-4090 

  時29 安保裕子  〒601-0272 京都市右京区京北下熊田町東旦64-3          

  時30 奥山真理  〒600-8812 京都市下京区中堂寺北町7-3 アンクル２階  075-313-9209 

  時37 磯田規恵  〒546-0035 大阪市東住吉区南田辺二丁目10-19           06-6699-7883 

  時45 森下亜希子 〒663-8123 兵庫県西宮市小松東町3-8-16              0798-48-4443 

  時52 伊藤このみ 〒552-0012 大阪市港区市岡2-3-8 402号室         06-6676-5545 

  他支部へ転出者 ・時12 菅谷智明（東京） ・時18 鈴木典男（名古屋）         

 

《住所不明者リスト》 

○豊中～時14 
☆豊28 加藤 直四郎 ☆豊43 河合 利男 ☆豊45 本田 道夫 ☆時１ 宮下 三郎 ☆時２ 寺部 芳樹 
☆時４ 服部 光有 ☆時４ 岡野 昇  

○時15～時24 
☆時15 柴田 俊夫 ☆時15 森川 恵子（田中）☆時16 石黒 和廣 ☆時17 大林 孝彰 ☆時17 夏目 祥宏  
☆時18 石黒 明 ☆時18 江辺 和子（兵頭） ☆時18 鳥井唱一郎 ☆時19 小久保裕司 ☆時20 二宮 公和 
☆時20 加藤 道明 ☆時20 小林 俊明 ☆時21 丸尾 則子（柳本）☆時22 豊田 文彦 ☆時22  鈴木 誠 
☆時23 河合富美子 ☆時24 原田 典彦  

○時25～時34 
☆時25 鈴木 克実 ☆時26 鈴木 規文 ☆時27 松本 富夫 ☆時29井口 章 ☆時29 金子 俊一  
☆時29 真柳 敦夫 ☆時31 安藤 秀高 ☆時31 小早川 泰之 ☆時31 川村 達郎 ☆時31 高柳 和伸 
☆時31 福田 尚代（斎藤） ☆時31 平松 良平 ☆時32 佐藤 錦一 ☆時33 松下 直昭 ☆時34 佐野 英樹 
☆時34 柴田 智充  

○時35～時40 
☆時35 三ツ矢 高章 ☆時37 城田有佳理（浅沼） ☆時37 夫馬 知行 ☆時37 長坂 一郎 ☆時37 糟谷 健二 
☆時37 丹野 優 ☆時37 磯田 規恵（牧原） ☆時38 吉田 亮子 ☆時38 平尾 好章 ☆時39 小室 志乃（岡田）  
☆時39 神戸 博央 ☆時39 吉田 幸範 ☆時39 古瀬 勝美・弓絵 ☆時39 高木 勝正   

○時41～ 
☆時41 小笠原 泰三 ☆時42 大隅 正彦 ☆時42 斉藤 祐子（磯部）☆時43 太田 陽子（高橋）  
☆時44 高野 公子（石丸） ☆時44  続木 敬洋 ☆時45 田中 亜依 ☆時46 下田 光孝 ☆時46 小森 恭子（秦） 
☆時46 高橋喜美子（宇野） ☆時48 三浦 由布子（荒島）☆時50 田巻 文（鶴間） ☆時51 谷本 恵子（清水） 
☆時51 酒井 隆 ☆時54 山内 大介 ☆時54 松永 良子 

 

   会員の皆さん、上記会員の方々の動静をご存じの方がおられましたら、事務局までご連絡いただきたく
お願い致します。なお、５年以上経過した方は削除いたしました。

会員の動静 
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 皆様ご存じのように関西支部設立50周年の記念事業の一環として 『時習館かんさい』 17号から19号にかけ
て豊中、時習館の卒業者名簿を順次掲載しました。会員同士の親睦・交流をより一層深めていただくのが目
的で、個人情報保護という点にも配慮しながら、分かる範囲で掲載するよう心がけました。 

 一連の名簿や変更情報などをご覧になって、あなた自身はもちろん、お知り合いの方に関し、記載事項に間違

いを発見されたら、ご面倒でも事務局（山本通産株式会社内 石川支部長）または山村編集委員長まで郵便、

FAXまたはEメール（宛て先は『時習館かんさい』表紙右上参照）でご報告願います。 

 今回の名簿に限りませんが、あなた自身がいずれかへ入学、就職、転任、転居の際、または改姓・改名の時も

お知らせくださるようご協力をお願いいたします。 

 その時は次の６点を明記してご通知ください。 

 ①卒業年次 ②氏名（旧姓も） ③郵便番号 ④現住所 ⑤職業または勤務先（所在地・屋号・職務など）あるい

は卒業または在学校名（詳しく科別も記入） ⑥（公開してもよい）電話番号か携帯電話番号 

 この名簿は会員相互の親睦と理解を図る目的で編集しています。個人のプライバシー保護には支部としても充

分注意しておりますが、会員の皆様も取り扱いにはくれぐれもご注意ください。同窓会関係以外の第三者に閲覧

させたり、交付することは絶対にしないでください。 

 

 

（平成24年４月 １日現在） 

賛助金 ９万８０００円 

 今年度も卒業50年を経た先輩方から温かい援助の手が差しのべられています。現時点で、賛助金が46人

の先輩から９万８000円寄せられました。本当にありがとうございました。 

 「後輩たちを元気づけてやろう」というお気持ちで充分です。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

  

 

 

 

 自分の書いた文章や写真が冊子になって同窓生の手許に届くと考えるとワクワクしてきませんか？ 

最近感動したこと、学生時代を振り返ってみて思うこと、こんな活動をしています、こんなイベントに参加

しました、最近こんなことを考えています、など、気楽に書いて「時習館かんさい」へ是非ご投稿下さい。 

✎原稿：１頁で９００字～１０００字程度が目安です。 

      「手書き」「ワードかテキストで入力したもの」いずれもＯＫです。 

✐写真：「顔写真」と「文章と共に掲載する写真」を、原稿と共にお送り下さい。 

      簡単な写真の説明もぜひ添えて下さい。 

１頁も書くのはなぁ…短い文章なら書けるよという場合は、「私の１枚！」のように 

 お気に入りの写真を紹介していただくような形式もＯＫです。 

 原稿、写真は１月末ごろまでに、「Ｅメール添付」「郵送」「ＦＡＸ（写真は郵送かＥメール添付で）」で、 

編集委員長までお送り下さい。 

   〒665-0042 宝塚市逆瀬台1-11-4-1312 

編集委員長   山村 信哉 

TEL ＆ FAX： 0797-74-4858 

E-mail：nobu8yama@rose.sannet.ne.jp 

（時習館同窓会関西支部役員一同） 

今年も先輩から温かい援助 

『時習館かんさい』へ投稿してみませんか 
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編 集 余 話 

文字にして伝える習慣を  
『時習館かんさい』の継続を誓い合う 

 
 

一昨年、朝日奈先生がお亡くなりになられ、『時

習館かんさい』を続けることが危ぶまれたのです

が、皆さんのご協力により、25 号、26 号と、途

切れることなく発刊することができました。この

紙面を借りて、お礼申し上げます。 

今さらながら、朝日奈先生の「会員の皆さんの

情報を文字でお伝えしてこそ、交流が深まる」と

のお言葉を、編集委員一同、改めて噛みしめてい

るところです。 

 

ある編集委員会でのことでした。編集の仕事、

意外と疲れます。そこで、ちょっと頭をやすめ、

英気を養うことにしました。 

編集委員の一人が、「言葉だけで伝えること、

難しいよね。聞き間違いや、誤解が生まれてしま

う」と言い出した。「そうそう、みんな『伝言ゲ

ーム』したことあったかな」「あるある、初めの

人に耳うちし、次から次ぎに耳伝えする、あの遊

びでしょう」「そう、最初に『サンマがたくさん

獲れ、食べきれないので送る』と耳うちし、10人

ぐらいに伝えていったかな。『産婆が取り上げた

が、払えないので金送れ』に変わっていた。皆で

大笑いしたよ」。 

そんなやりとりの中で、どの編集委員も、伝言

だけでは心許いものなんだと感じていました。 

 

今一人の編集委員から「古代の人はもっと困っ

ていたんだけど思うよ！」と切り出し、こんな話

を以下のように披露してくれました。 
 

○木簡には話し言葉の語順で表記されたものが 
 

 昨年、関西支部の会員であり、奈良文化財研究

所にお勤めの渡邉淳子さん（時習 45）から、「平

城宮跡資料館で『秋の企画展』が開催されます」

とのお知らせをもらったので、観に行ってきまし

た。テーマは『ことばと木簡』でした。想像です

が、当時は文字が充分発達していなかった時、一

般の人たちは、耳から耳へ言い伝える慣わしでし

たので、多くの人を介してことづけられた末には、

似ても似つかない内容になり、失敗も数多くあっ

た気がします。そこで、絵や文字を工夫し、正確

に伝えたいと思ったに違いありません。それには、

当時、中国から伝わっていた漢字をなんとか利用

し、木簡に書きつけたのでは…その会場で、「木簡

はメモなんです」との説明を受けました。 

当時、知識階級は漢文で外交文書などを書いて

いたので、語順は「主語、述語、目的語」でした。

ところが庶民や下級・中級官僚がメモ代わりに使

った木簡は、「文章を話し言葉の順序（主語、目的

語、述語）に変えて使ったり、漢字の『当て字』

を多く使ったりしている」と説明書にもあり、木

簡には昔の庶民や下級・中級官僚が『どうしたら、

間違いなく伝えられるか』と、真剣に考え、悩み、

工夫に工夫を重ねた跡が残っているような気がし

て、見入っていました」。その苦肉の策の中から万

葉仮名が生まれたようです。 

 

ところで、最近はどうかな、「電話が普及し、

手紙を書かなくなってしまい、文字使用が疎かに

なったね」「いや、ごく最近では、メールで気軽に

意志を伝えている。これは、文字で伝達する習慣

に戻ってきているのかもしれないよ」などの意見

が出ました。「メールは手軽だけど、一瞬さっと読

むだけで、消すこともよくある。言葉での伝言と

余り違いがない。それに、書き間違いも多い」と

の反論があり、「文字伝達の再認識とは行かない」

との意見が大勢を占めていた気がします。できる

かぎり、文字にして書き留める習慣を持ちたいと

いうことで一致しました。 

こんなやり取りも編集委員会の楽しみの一つで

す。ほんの少しの間の気分転換でした。 

 

 震災の記憶や復興の足跡も、今は簡単に書き留

め、後の世に正確に伝えられます。 

私たち編集委員は「文字・書き言葉を大切にし、

会員の皆さんの情報や意志を正確に伝えるものと

して『時習館かんさい』をいつまでも存続させた

い」と改めて誓い合ったのです。 
編集委員会 
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